
Ⅲ 事例研究のまとめ 

４． ５日制対応プログラムについて 

 

（１）親子で参加できる自然体験、ものづくり活動 

 

 【 事例１３の特色 】 

 

 馬頭町「親子わくわく塾」では、町の中央公民館等を会場に、小学生以上の親子を対象とした普段できない森林活動、水辺

での活動等自然との関わりを体験的に味わう活動を実施している。これは、科学の実験を通して、科学の不思議な仕組みと魅

力を発見することもねらいとしている。このことにより、親子のふれあいの場として、また、子どもたちには最後までやり遂

げる喜びや根気強さを養う場として効果をあげている。 

 

（２）中学生や高校生が企画、運営に参画するボランティア活動 

 

 【 事例１３の特色 】 

 

 先に記した馬頭町「親子わくわく塾」では、様々なプログラムの企画・立案・運営にジュニアリーダースクラブの高校生が

参画している。このことにより、５日制における高校生としての活躍の場（指導者としての立場）が設けられ、高校生ならで

はの発想が子どもたちや保護者からも好評を得ている。        

 

 《事例１３》 

 １．事業の概要 

事 業 名 親子わくわく塾  （馬頭町） 定 員 ３０家族 

実施主体 馬頭町親子わくわく塾実行委員会 実施曜日 土・日曜日 

事 業 の ね 

らい  

 土曜や日曜日等の休日に親子が

一緒になり体験活動し、たくましい

子どもを育成し、子どもたちの正義

や倫理観等の豊な人間性をはぐく

み多彩な活動を体験できる機会を

充実する。 

実施回数  ７回  

実施場所  中央公民館等  

参加対象 小学生以上の親子 事業開始 平成８年度 

《事業の特色》 

 ・小学生以上の親子活動 

 ・普段体験できないような森林活動、水辺での活動等自然との関わり体験 

  ・科学の実験を通して、科学の不思議な仕組みと魅力を発見し、児童の科学の芽を育む 
 

  

２．事業の具体的内容 

 【事業の内容】 



  ７回の講座であり、町内外の自然の姿にふれ、人のくらしと自然について学び、豊な心と自然

愛護の心を育てる。 

   体験学習や異年齢集団における学習を通して、自然や人とのふれあいの喜びを味わわせる。 

 【プログラム】 

  第１回 竹とんぼ教室              第５回 科学の実験 

  第２回 木工工作                第６回 町内ウォークラリー 

  第３回 水辺生態系の保全・管理論     第７回 ミニ門松製作 

  第４回 グリーンアニマル制作 

成 

 

果 

 親子が一緒になり、自然体験活動やものづくり活動などをすることにより、 

親子のふれあい、また物づくりを最後までやりとげる喜びや根気強さを養うことができたと

思われる。 

課 

 

題 

 ・何年も引き続き参加してくれる受講生がいることは、喜ばしいことであるが、新しい参

加者の発掘が必要である。 

 ・未就学児の託児関係の検討 
 

 

 

  



 参考《 馬頭町ジュニアリーダースクラブの概要について》 

 

 

 【事例１４の特色】 

 

 鹿沼市「中学生による読み聞かせボランティア」では、中学生に読書への関心を高めてもらうことを目的に、鹿沼市図書館

ボランティアＫＬＶが主体となって、中学生中心の読み聞かせボランティア活動を行っている。これは、小学校時代に読み聞

かせをしてもらった経験を自分以外の人にも味わってもらおうと、中学生が保育園や幼稚園、コミュニティーセンターなどで

お話会を主体的に行っているものである。 



 

  《事例１４》 

事業名（市町村）  中学生による読み聞かせボランティア （鹿沼市） 

 事業主体  鹿沼市図書館ボランティアＫＬＶ．ｊｒ  

【事業（施設）の概要及び特色】 

 

１．目 的 

    

本離れが進んでいる中学生に、読書への関心を高めても

らうことを目的としている。読み聞かせボランティアと

いう活  動を設け、それを目指して主体的に本に親し

み、本を好きになってもらおうというねらいをもってい

る。 

 

２．概要及び特色 

   鹿沼市図書館ボランティアＫＬＶは、  市内の小中学校で学校図書の管理や読書普及活動を

行っている。特に、普及活動  は、読み聞かせが中心である。その活動の中でも中学生については、

読み聞かせ  をする側になることで、主体的に本に親しみ、読書好きになれるようにと、市内  ３

つの中学校でＫＬＶ．ｊｒを組織している。 

   その中の一つ、北犬飼ＫＬＶ．ｊｒの構成メンバーは約３０人。大人のＫＬＶ  ５～６人と日

曜日の夜に、読み聞かせの練習に励んでいる。夜の練習には保護者  の協力が必要となっている。そ

の練習をもとに、保育園や幼稚園、コミュニティ  センターなどでお話会を開催し、パネルシアター

やエプロンシアターを行ってい  る。メンバーの中には、「自分も小学生のときに読み聞かせをして

もらって、楽  しめた体験を生かしたかった。」というように、小学校時代のよい体験を、今度  は

自分以外の人にも味わってもらいたいという願いをもって活動している子もい  る。 

 

３．取り組みによる効果 

 ・読み聞かせの練習を通して、子どもの読書量が確実に増えてきている。また、読  み聞かせをす

るために、自分なりに表現を工夫するなど、めあてをもって生き生  きと活動する様子が見られる。 

 ・読み聞かせを披露する中で、一生懸命に取り組んでいることを褒めてもらったり、  「ありがと

う」と声をかけてもらったりしていることが、子どもの喜びや励みに  なり、人の役に立つ喜びを感

じている。 

 ・子どものがんばりや成長にふれ、指導している大人自身もたくさんの学びを得ら  れる。 

 

４．今後の課題 

 ・関係機関（家庭・学校・塾など）との協力体制をさらに整え、子どもがゆとりを  もって活動に

参加できるような時間を確保したい。また、練習時間帯も子どもが  自らの力で集合できる昼間の

時間帯での実施を目指したい。  

  参考《 ＫＬＶ（鹿沼市図書館ボランティア）システム全体構想図 》 



 
    （参考文献：『学社連携・融合研究報告書Ⅰ』鹿沼市教育委員会 1997年）  

 


